
月刊『地理』53 巻 5 月号（2008 年） 
 

特集：地形図の｢これ何？ ｣ 
 

★表紙 

高山における地形調査の一場面。残雪分布図を作成するために、レーザー距離

計を用いて測量を行っている。北アルプス白馬大雪渓の落石と土石流の調査に

て。苅谷愛彦撮影。 

 

★カラー頁 

白山大雪渓を登る 苅谷愛彦 

 

★特集 地形図の「これ何？」 
地形図をみる意義とそのおもしろさ 太田 弘 

地形図のもつ凄味の伝授－地理・地理学の間口拡大に向けての実践と私案 香川貴志 

【特集コラム】 

「日本一低い山」をめぐって－大阪市天保山と徳島市弁天山 國原幸一朗 

瀬戸のグランドキャニオン 落合克吉 

消失する日本の砂浜景観－九十九里浜の侵食対策につくられたヘッドランド 小関勇次 

日本のパナマ運河とよばれた船頭平閘門－濃尾平野の閘門式運河 溝口晃之 

富士山の登山道と登山口 小澤 裕 

駅前の半円扇型－地図にみる近代モダニズム 奥野一生 

 

★新連載 

観光景観論試論 1 観光景観論とは 溝尾良隆 

 

★連載 

インタビュー 社会で活躍する地理学出身者を訪ねて 14 朝日放送東京支社制作部部長 森本茂樹氏 

主催・日本地理学会地理教育専門委員会 

持続可能な地域社会に向けて－地理教育の挑戦 2 

 なぜＥＳＤなのか？－地理教育でなければならない理由とは？ 泉 貴久・池下 誠 

変化する国の教材化 15 台湾のコンピュータ産業と中台関係 松岡裕理 

近代化遺産のある風景 4 日常風景のなかの近代化遺産 天野宏司 

多摩丘陵の谷戸を巡る小さな旅 2 地域活性化の舞台になった谷戸－「寺家地区」｢図師・小野路地区」

 岡 秀一 

変わる国土 22 埼玉県三郷市 赤桐毅一 

 

★寄稿 

白馬大雪渓を地形学の眼で見る－登山と観光の「安全」のために 苅谷愛彦 



 

★書架 

J・A・ハニガン著／松野弘監訳『環境社会学』 淺野敏久 

五百澤智也著『山と氷河の図譜』 小口 高 

西川祐子著『住まいと家族をめぐる物語』 影山穂波 

谷口真吾・和田稜三著『トチノキの自然史とトチノミの食文化』 米家泰作 

岸上伸啓著『カナダ・イヌイットの食文化と社会変容』 齋藤清嗣 

田山花袋著『田山花袋の日本一周』 志村 喬 

安積紀雄著『続 営業倉庫の立地分析』 田林 明 

小野有五著『自然のメッセージを聴く』 有薗正一郎 

 

★情報 

原稿募集／ちょっとお知らせ／次号予告 


